
1 

 

令和７（2025）年度 第８回 生命理工学院教授会議事要録 

 

日  時  令和７年12月17日（水）15：05～16：57 

場  所  B２棟４階大会議室 

審 議 者  粂学院長ほか61名 

 

資料 

１ 令和７（2025）年度第７回生命理工学院教授会議事要録（案） 

２－１ 特任教員等の教員選考委員会の設置について（案） 

２－２ 特任教員等の教員選考委員会の設置について（案） 

２－３ 特任教員等の教員選考委員会の設置について（案） 

３ 部局間協定締結/更新に係る連絡票 他 

４ 海外訪問学生の入学について 

５ 教員選考について 

６ 客員研究員の受入れについて 

７ 系主任・コース主任会議関係資料 

８ 安全衛生委員会関係資料 

９ 東京科学大学つばめ博士奨学金に係る特別奨学金受給候補者の選出について（報告） 

10 大隅ジャーナル賞申請書 他 

11 令和７（2025）年度各種委員会等名簿 

12 令和７年度第８回教育研究評議会資料 

13 令和７年度第７回部局長等連絡会資料 

14 2025年度第８回すずかけ台地区部局長等懇談会資料 

 

資料（教務） 

（学士課程） 

 １－１ 学生の異動について 

（大学院課程） 

 ２－１ 2025年度授業関係について 

２－２ 学生の異動について 

２－３ 指導教員の変更について 

２－４ 研究指導の受託について 

２－５ 博士後期課程進学者の既修得単位の認定について 

２－６ 修士課程修了予定者の論文審査期間延長について 

２－７ 博士後期課程修了予定者の論文審査期間延長について 

２－８ 令和７年(2025年)12月博士後期課程修了の認定及び学位授与について 

２－９ 博士後期課程修了の認定及び学位授与について（学位審査等取扱細則第25条適用） 

２－10 国際大学院プログラム（Ａ）の修了について 

 ２－11 博士後期課程修了予定者の論文審査期間継続について 

 

プロジェクタ資料 

１ 教員選考について（選考経過の概要，履歴書，業績調書） 
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○学院長から人事異動紹介があり，挨拶があった。 

12月１日付昇任 

・生命理工学院  生命理工学系生命理工学コース主担当 教授 二階堂 雅人 

・生命理工学院  生命理工学系生命理工学コース主担当 教授 山田 拓司 

○現在員86名，公務出張等17名，定足数35名に対して出席者62名で教授会成立 

○資料１に基づき，前回議事録（案）を承認した。 

 

議事要旨 

〇 教務案件 

（学士課程） 

・審議事項 

１－１ 学生の異動について 

学院長から，資料１－１（学士）に基づき説明があり，審議の結果，原案のとおり 

これを承認した。 

 

（大学院課程） 

・審議事項 

１－１ 2025年度授業関係について 

学院長から，資料２－１（大学院）に基づき説明があり，審議の結果，原案のとおり 

これを承認した。 

１－２ 学生の異動について 

学院長から，資料２－２（大学院）に基づき説明があり，審議の結果，原案のとおり 

これを承認した。 

１－３ 指導教員の変更について 

学院長から，資料２－３（大学院）に基づき説明があり，審議の結果，原案のとおり 

これを承認した。 

１－４ 研究指導の受託について 

学院長から，資料２－５（大学院）に基づき説明があり，審議の結果，原案のとおり 

これを承認した。 

１－５ 博士後期課程進学者の既修得単位の認定について 

学院長から，資料２－５（大学院）に基づき説明があり，審議の結果，原案のとおり 

これを承認した。 

１－６ 修士課程修了予定者の論文審査期間延長について 

学院長から，資料２－６（大学院）に基づき説明があり，審議の結果，原案のとおり 

これを承認した。 

１－７ 博士後期課程修了予定者の論文審査期間延長について 

学院長から，資料２－７（大学院）に基づき説明があり，審議の結果，原案のとおり 

これを承認した。 

１－８ 令和７年(2025年)12月博士後期課程修了の認定及び学位授与について 

学院長から，現在員86名，公務出張等17名，定足数46名(2/3以上)に対し出席者が62 

名で学位授与の審査に必要な定足数を満たしている旨報告があった。次いで，学院長か 

   ら，資料２－８（大学院）に基づき説明があり，審議の結果，原案のとおりこれを承認 

した。 

１－９ 博士後期課程修了の認定及び学位授与について（学位審査等取扱細則第25条適用） 
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学院長から，資料２－９（大学院）に基づき説明があり，審議の結果，原案のとおり 

これを承認した。 

 

１－10 国際大学院プログラム（Ａ）の修了について 

学院長から，資料２－10（大学院）に基づき説明があり，審議の結果，原案のとおり 

これを承認した。 

・報告事項 

１－11 博士後期課程修了予定者の論文審査期間継続について 

学院長から，資料２－11（大学院）に基づき報告があった。 

 

Ⅰ 審議事項 

１ 特任教員等の選考委員会の設置について 

（１）WRH 特任教授 

（２）WRH 特定教授 

（３）生命理工学院 特任助教（量子生命科学） 

学院長から，資料２－１～２－３に基づき説明があり，審議の結果，原案のとおりこれを承認 

した。  

２ モンゴル医科学研究所との部局間協定について 

鈴木副学院長（社会連携担当）から，資料３に基づき説明があり，審議の結果，原案のとおり 

これを承認した。  

３ 海外訪問学生の入学について 

学院長から，資料４に基づき説明があり，審議の結果，原案のとおりこれを承認した。  

 

Ⅱ 諸 報 告 

 １ 本学院関係 

（１） 教員選考について        

①女性教員限定公募 生命理工学系 生命理工学コース 准教授（生命理工学分野） 

粂選考委員会委員長から，資料５及びプロジェクタ資料１に基づき，報告があった。なお，

本件については学長の審査（可否）決定があるまでは，部外秘である旨注意喚起があった。 

（２）客員研究員の受入れについて 

学院長から，資料４に基づき，報告があった。 

（３）生命理工学院所属教員のクロス・アポイントメントの状況について 

    学院長から報告があった。 

２ 系主任・コース主任会議関係 

   伊藤副学院長（教育担当）から，資料７に基づき，以下の事項について説明があった。 

   ・定期試験・レポート課題等での不正行為について 

３ 各種委員会等関係 

（１）社会連携委員会関係 

鈴木副学院長（社会連携担当）から，以下の事項について説明があった。 

・バイオDXについて 

（２）研究推進委員会関係 

上野木副学院長（研究担当）から，以下の事項について説明があった。 

   ・プレスリリースチャンネルについて 

   ・ランチ会について 
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   ・島津測定室の予算について 

（３）安全衛生委員会関係 

金原副学院長（総務担当）から，資料８に基づき，以下の事項について説明があった。 

・令和７年度すずかけ台地区防災訓練の結果報告について 

・実験室等における事故事例について 

・電気火災の注意喚起について 

・火災等緊急事態が発生した場合の連絡方法（すずかけ台）について 

・安全衛生に係る講演会の開催について 

・献血について 

・すずかけ台地区安全衛生委員会の委員長に関する要望書について 

・「事故・災害等発生報告書」の提出について 

・令和８年度すずかけ台地区安全衛生委員会構成員について 

・すずかけ台地区防災備蓄食料水の配布について 

・東京科学大学における内線電話の利用について 

・すずかけ台安全管理体制検討作業部会について 

（４）入試委員会関係 

  田中副学院長（入試・ダイバーシティ推進担当）から以下の事項について説明があった。 

  ・総合型選抜について 

（５）グループ会議関係 

  各グループ長から，グループ会議の報告があった。 

（６）学院長補佐会関係 

  秦学院長補佐会主査から，学院懇親会のアナウンスがあった。 

 ４ その他 

（１）東京科学大学つばめ博士奨学金に係る特別奨学金受給候補者の選出について 

  学院長から，資料９に基づき説明があった。 

（２）大隅ジャーナル賞の選考について 

  学院長から，資料10に基づき説明があった。 

（３）令和７（2025）年度各種委員会等委員の選出について 

  学院長から，資料11に基づき説明があった。 

 ５ 教育研究評議会関係 

山口評議員から，資料12に基づき，令和７年度第８回教育研究評議会の概要等について報

告・説明があった。 

６ 部局長等連絡会関係 

学院長から，資料13に基づき，令和７年度第７回部局長等連絡会の概要等について報告・説明

があった。 

７ すずかけ台地区部局長等懇談会関係 

学院長から，資料14に基づき，2025年度第８回すずかけ台地区部局長等懇談会の概要等について

報告・説明があった。 

 ８ その他 

（１） 上野副学院長（研究担当）から以下の事項について説明があった。 

・Visionary Initiatives（VI）について 

・実験装置破損時の対応について 

（２）黒田教授から以下の事項について説明があった。 

  ・VI-H2グループについて 
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 以  上 


